
４

■
ご
希
望
の
か
た
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

市
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
に
な
る
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号
１
０
２
２
５
８
５

【
問
】
市
民
課
☎
(８
８
８
)５
６
２
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
窓
口
を

第
２
･第
４
土
曜
日
と

そ
の
翌
日
曜
日
に
も
開
き
ま
す

市
民
課
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
窓
口
を
、
毎
月
第
４
土
曜
日
と
翌

日
曜
日
に
開
庁
し
て
い
ま
す
が
、
11
月
か

ら
、
さ
ら
に
第
２
土
曜
日
と
翌
日
曜
日
も

開
庁
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▼

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
…
カ
ー
ド
交

付
通
知
の
は
が
き
が
届
い
た
か
た
へ
の
交
付

▼

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
…

無
料
の
写
真
撮
影
と
申
請
補
助

▼

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
の
更

新
…
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
切
れ
の
通
知

が
届
い
た
か
た
へ
の
対
応

業務内容■
12
月
の
第
４
土
曜
日
と
翌
日
曜
日
は
、
国
の
シ
ス

テ
ム
が
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
市

民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
に
な
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号
１
０
１
８
０
１
３

11
月
５
日
(火)
か
ら
住
民
票
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
に
旧
姓
を
記
載
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

県
と
市
は
、
｢代
々
木
ア
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
㈲
石
垣
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
(本
社
：
東
京

都
)｣が
秋
田
市
に
新
設
す
る
｢㈱
Ｇ
Ａ

�

Ｋ
Ｉ

�

ｐ
ｒ
ｏ

�

�

Ａ�
�

ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

�

�

�

�

｣を
誘
致
企
業
と
し

て
受
け
入
れ
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

代
々
木
ア
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
㈲
石
垣
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
や
名
探

偵
コ
ナ
ン
、
ル
パ
ン
三
世
を
は
じ
め
と
し
た

テ
レ
ビ
･劇
場
版
ア
ニ
メ
作
品
の
背
景
画
制

作
で
実
績
を
収
め
て
い
る
会
社
で
す
。

｢㈱
Ｇ
Ａ

�

Ｋ
Ｉ

�

ｐ
ｒ
ｏ

�

�

Ａ�
�

ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

�

�

�

�

｣

は
、
事
業
所
を
南
通
に
新
設
し
、
来
年
４
月

か
ら
、
従
業
員
９
人
で
操
業
を
始
め
ま
す
。

今
後
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
の
卒
業
生
な

ど
、
優
秀
な
人
材
確
保
を
視
野
に
、
従
業
員

の
将
来
計
画
は
20
人
の
予
定
で
す
。

企
業
立
地
雇
用
課
☎
(８
８
８
)５
７
３
３

10月８日、県庁で行われた誘致企業受入決定通
知書交付式で。写真右が石垣 努 代表取締役

10
月
８
日
、
秋
田
市
は
、
秋
田
県
遊
技
業

協
同
組
合
お
よ
び
秋
田
中
央
遊
技
業
協
同
組

合
と
、
災
害
時
に
お
け
る
支
援
協
力
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
で
は
、
今
後
、
災
害
が
発
生
し
た

際
、
同
組
合
に
加
入
す
る
パ
チ
ン
コ
店
の
駐

車
場
を
、
緊
急
車
両
の
待
機
場
所
や
一
般
車

両
の
避
難
場
所
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と

と
、
パ
チ
ン
コ
店
の
ト
イ
レ
の
貸
し
出
し

や
、
飲
料
水
の
提
供
な
ど
を
行
う
こ
と
を
定

め
て
い
ま
す
。

ま
た
併
せ
て
、
秋
田
県

遊
技
業
協
同
組
合
か
ら

は
、
秋
田
市
の
災
害
時
用

の
備
蓄
品
と
し
て
エ
ア

ー
ベ
ッ
ド
20
台
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

防
災
安
全
対
策
課
☎
(８
８
８
)５
４
３
４

寄贈いただいたエアーベッド

10月８日の協定締結式で。右から秋田県遊技業
協同組合の松岡信吉理事長、穂積市長、秋田中央
遊技業協同組合の新井弘泰理事長

災害時に車両の避難場所としてパチンコ店駐車場を提供

ア
ニ
メ
背
景
制
作
会
社
の

誘
致
受
け
入
れ
が
決
定
！



５ 広報あきた　2019年11月１日号

長
年
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て

き
た
千
秋
公
園
の
時
鐘
の
音
色
を
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
｢自
動
鐘
つ
き
機
｣の
導

入
を
考
え
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
時
鐘
の
改
修
に
ご
賛
同

い
た
だ
け
る
個
人
ま
た
は
団
体
の
み
な
さ
ん

か
ら
の
寄
付
金
を
募
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

秋
田
市
長
賞
▼
館
越
町
内
有
志
(太
平
)

秋
田
市
教
育
長
賞
▼
秋
田
県
千
秋
学
園
(新
屋
勝
平
)

秋
田
市
緑
化
推
進
委
員
会
委
員
長
賞
▼
工
藤
光
子
さ

ん
(御
所
野
)

秋
田
市
制
130
周
年
記
念
事
業
賞
▼
三
千
刈
東
町
内
会

(寺
内
小
)、
な
な
か
ま
ど
ク
ラ
ブ
(御
所
野
)

特
別
優
秀
賞
▼
浜
田
小
学
校
、
障
害
者
支
援
施
設
小

又
の
里
(上
新
城
)、
佐
々
木
徳
子
さ
ん
(雄
和
)、
堰
越

睦
会
(飯
島
南
)、
牛
島
東
六
丁
目
町
内
会
(牛
島
)

審
査
員
特
別
賞
▼
鎌
田
桂
子
さ
ん
(広
面
)、
水
口
町

内
会
(外
旭
川
)

優
秀
賞
▼
四
ツ
場
町
内
会
(四
ツ
小
屋
)、
目
長
田
町

内
会
(仁
井
田
)、
北
光
金
属
工
業
株
式
会
社
(新
屋
)、

将
四
ガ
ー
デ
ン
(土
崎
)、
泉
豊
寿
会
(泉
)、
介
護
老
人

保
健
施
設
山
盛
苑
(太
平
)、
田
中
陽
子
さ
ん
(旭
南
)、

石
川
日
出
子
さ
ん
(広
面
)、
御
野
場
楽
生
会
(四
ツ
小

屋
)、
柳
林
悠
遊
ク
ラ
ブ
(仁
井
田
)、
太
平
小
学
校

優
良
賞
▼
旭
ク
ラ
ブ
(旭
川
)、
御
野
場
南
町
内
会
(四

ツ
小
屋
)、
萱
ヶ
沢
自
治
公
民
館
(雄
和
)、
加
賀
屋
優

子
さ
ん
(外
旭
川
)、
古
町
神
田
町
内
会
(太
平
)、
中
の

沢
老
人
ク
ラ
ブ
桜
寿
会
(雄
和
)、
太
平
中
学
校
、
向
野

自
治
会
(雄
和
)、
石
田
坂
町
内
会
(豊
岩
)

受
賞
団
体
･受
賞
者
(地
区
協
議
会
名
)

令和元年度の秋田市緑化コン
クールの各部門ごとの入賞団
体･個人は、左記のとおりです。
秋田市民憲章推進協議会事務局

☎(888)5653

公
園
課
☎
(８
８
８
)５
７
５
３

受
付

期
間

11
月
１
日
(金)
か
ら
12
月
27
日
(金)
ま
で

の
平
日
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
し

込
み

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
公
園
課

(市
役
所
４
階
)に
あ
る
、
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、
同
課
ま

で
郵
送
か
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号
 １
０
２
２
１
７
３

＊
時
鐘
は
10
月
25
日
か
ら
一
時
休
止
し
て
い
ま
す

が
、
12
月
31
日
の
除
夜
の
鐘
は
実
施
し
ま
す
。
な

お
、
再
開
す
る
際
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

千
秋
の
鐘
、
時
を
越
え
て

千
秋
公
園
の
時
鐘
は
、
寛
永
16
(１
６
３

９
)年
、
秋
田
藩
二
代
藩
主
･佐
竹
義
隆
が
久

保
田
城
内
二
の
丸
の
一
角
に
鐘
楼
を
設
置
し

た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
度
か

の
改
鋳
(作
り
直
し
)、
移
転
を
経
て
、
明
治
25

年
に
現
在
の
位
置
(公
園
南
西
側
)に
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

昭
和
18
年
の
戦
時
中
に
は
、
金
属
資
源
回

収
の
名
目
の
も
と
供
出
さ
れ
て
な
く
な
っ
た

も
の
の
、
昭
和
23
年
に
｢平
和
の
鐘
｣と
し
て

復
活
。
し
か
し
、
昭
和
43
年
に
は
鐘
楼
(当
時

は
木
造
)の
老
朽
化
な
ど
の
理
由
に
よ
り
惜

し
ま
れ
な
が
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鐘
の
音
の
復
活
を
求
め
る
声
が

根
強
く
、
市
民
に
よ
る
再
建
の
た
め
の
実
行

委
員
会
が
寄
付
を
募
っ
た
こ
と
も
後
押
し
と

な
り
、
昭
和
48
年
に
三�

た
び
復
活
。
愛
称
も

公
募
に
よ
り
｢千
秋
の
鐘
｣と
名
付
け
ら
れ
、

昭
和
･平
成
･令
和
と
移

り
ゆ
く
時
代
の
中
、
変

わ
ら
な
い
鐘
の
音
を
中

心
市
街
地
に
響
か
せ
て

き
ま
し
た
。

◆｢広報ID番号｣は、秋田市ホームページ画面上でのページ検索の際に入力してください。

復活を伝える当時
の広報あきた

秋田市長賞の館越町内有志の
みなさんと花壇

秋田市緑化コンクール結果


